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◆保護者の皆さまへのお願い 

この調査票は保護者用です。 

回答は任意であり、回答したくない質問は抜かしてお答え頂いて結構ですが、なるべくご協力

頂けると幸いです。 

記入後は、封筒に入れ、厳封してください。記入済み調査票を入れて厳封した封筒は、お子さ

んを通じて学校に提出してください。 

同じ小学校に２人以上のお子さんがいらっしゃる場合は、一番上のお子さんについてご記入の

うえ、そのお子さんのクラスで提出してください。 

お忙しい中、申し訳ありませんが、ご協力くださいますようお願いいたします。 

 

 

 

記入上の注意 
 
1.答えにくい問などがありましたら、感想や意見を欄外に遠慮なく記入してください。 

2.この調査には、正しい答えや誤った答えがあるわけではありません。あなた自身の考えをあり

のままに記入してください。 

3.答えの欄が      で囲まれている質問では、枠内の選択肢の中からあてはまるものを１つ

選び、その番号を○で囲んでください。 

4. 答えの欄が      で囲まれている質問では、枠内の選択肢の中からあてはまるものをすべ

て選び、その番号を○で囲んでください。 

5. 数字や番号・具体例などを枠内に記入する質問については、なるべくくわしく、明確に記入し

てください。枠内に書ききれない場合には、欄外に記入してください。 

6. 筆記具は、何でもかまいませんが、必ず黒色のものを使ってください。また、答えを訂正する

ときには、前の答えをしっかり消すか、×をつけるなどして、訂正したことをはっきりと示し

てください。 
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はじめに、お住まいの地域での生活についておたずねします。 

 

問 1  あなたは、どのような経緯で山形市に住むようになりましたか。あてはまるものを１つ選

び、番号に○をつけてください。 
 

1 生まれてからずっと山形市に住んでいる 

2 子どもの頃に山形市に転入し、ずっと山形市に住んでいる 

3 山形市で生まれ育ち、進学や就職などのため転出した後、戻ってきた 

4 進学や就職、転勤のため、初めて山形市に住むようになった 

5 結婚して、初めて山形市に住むようになった 

6 被災等による避難をきっかけに住むようになった 

7 その他（具体的に：                           ） 

 

問 2  あなたは、次のようなことについて安心して暮らせていますか、それとも不安があります

か。A から F のそれぞれについてもっとも近いものを１～５の中から１つ選んで、番号に

○をつけてください。 

   

安心である 

どちらかと 

いえば 

安心である 

どちらとも 

いえない 

どちらかと

いえば 

不安である 不安である 

A 交通事故 1 2 3 4 5 

      
B 災害（地震、台風、洪水など） 1 2 3 4 5 

       
C 犯罪（傷害、強盗、詐欺など） 1 2 3 4 5 

      
D 社会的格差（貧困や所得格差など） 1 2 3 4 5 

       
E 社会保障（社会福祉や年金など） 1 2 3 4 5 

      
F 地域の衰退（人口減少や高齢化など） 1 2 3 4 5 

 

問 3  お住まいの地域およびそれ以外でのものも含めて、あなたは、次にあげる活動をしていま

すか。参加しているものをすべて選んで、番号に○をつけてください。 
 

1 PTA や子ども会の役員 

2 自治会や町内会の活動 

3 趣味やスポーツなどのクラブ・サークル活動 

4 ボランティア、NPO、市民活動 

5 その他の活動（具体的に：                        ） 
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問 4  あなたは、以下にあげる事柄について、どの程度、満足していますか。A と B のそれぞれ

について、もっとも近いものを１～５の中から１つ選んで、番号に○をつけてください。 

  

 

満足して 

いる 

どちらかと 

いえば満足 

している 

どちらとも 

いえない 

どちらかと 

いえば不満

である 不満である 

A 地域での暮らし 1 2 3 4 5 

      
B 今の日本社会 1 2 3 4 5 

 

問 5  あなたとご家族は、大規模な自然災害に備えて準備をしていますか。あなた自身とご家族

について、それぞれあてはまるものを 1 つ選んで、番号に○をつけてください。準備状況

が不明な場合や、家族によって異なる場合は「不明・その他」を選んでください。 

  あなた自身  あなたの家族 

  している していない  している していない 不明・その他 

A 
非常用の食料・水等の
備蓄 

1 2 → 1 2 3 

B 
家の耐震補強や耐震 
住宅の購入・賃貸 

1 2 → 1 2 3 

C 
被害に備えた家具の 
固定・移動 

1 2 → 1 2 3 

D 
貴重品などの 
緊急時持ち出し用意 

1 2 → 1 2 3 

E 
緊急時に避難する 
場所の確認・確保 

1 2 → 1 2 3 

F 
家族・親戚・知人等の 
安否確認の方法確保 

1 2 → 1 2 3 

G 
災害に関する情報 
経路の確保 

1 2 → 1 2 3 

H 
防災ハンドブック等 
による学習 

1 2 → 1 2 3 

I 
職場・学校・地区等での 

防災・避難訓練への参加 
1 2 → 1 2 3 

J 
その他の大規模な 
自然災害への準備 

1 2 → 1 2 3 

 

問 6  災害時に、助けを求めることができる家族や親戚はいますか。あてはまるものをすべて選

んで、番号に○をつけてください。 
 

1 学区内にいる 3 山形県内にいる 

2 山形市内にいる 4 山形県内にはいない 
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問 7  災害時に、助けを求めることができる親族以外の知人は、どれくらいいますか。それぞれ

についてもっとも近いものを１～４の中から１つ選んで、番号に○をつけてください。 

  
いない 1 人～2 人 3 人～4 人 5 人以上 

A 徒歩圏内の知人 1 2 3 4 

     
B 山形市内もしくはその近辺の知人 1 2 3 4 

      

問 8  日常的に、送迎や見守り、預かりなど、子どもの世話をお願いできる家族や親戚はいます

か。あてはまるものをすべて選んで、番号に○をつけてください。 
 

1 同居家族に頼むことができる 4 山形県内にいる 

2 学区内にいる 5 山形県内にはいない 

3 山形市内にいる   

 

問 9  日常的に、送迎や見守り、預かりなど、子どもの面倒をお願いできる親族以外の知人は、

どれくらいいますか。それぞれについてもっとも近いものを１～４の中から１つ選んで、

番号に○をつけてください。 

  
いない 1 人～2 人 3 人～4 人 5 人以上 

A 徒歩圏内の知人 1 2 3 4 

     
B 山形市内もしくはその近辺の知人 1 2 3 4 

      

問 10 あなたは、次の A～C のような問題で援助や相談相手がほしいとき、どのような人や機関

を頼りにしますか。それぞれの場合について、あてはまるものをすべて選んで、番号に○

をつけてください。 

 配
偶
者 

自
分
の
親 

自
分
の
兄
弟
姉
妹 

自
分
の
子
ど
も 

配
偶
者
の
親 

配
偶
者
の
兄
弟
姉
妹 

そ
の
他
の
親
族 

友
人
や
職
場
の
同
僚 

近
所
（
地
域
）
の
人 

専
門
家
や
サ
ー
ビ
ス
機
関 

  

（
行
政
・
金
融
機
関
・ 

    

学
校
関
係
者
・ 

    

ヘ
ル
パ
ー
な
ど
） 

誰
も
い
な
い 

 

A 
精神的な悩みや心の健康の問題を抱
えて、落ち込んだり、混乱したとき 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11  

B 
急いでお金（30万円程度）を借りなけ
ればならないとき 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11  

C 
あなたや家族の誰かが病気や事故で、 
どうしても人手が必要なとき 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11  
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問 11  精神的な悩みや心の健康の問題についての相談窓口を知っていますか。あなたが知ってい

るものをすべて選んで、番号に○をつけてください。 
 

1 山形いのちの電話 6 精神保健福祉センター「心の健康相談ダイヤル」 

2 よりそいホットライン 7 精神保健福祉センター「心の健康インターネット相談」 

3 保健所「精神保健福祉担当」 8 県立こころの医療センター「こころの悩み電話相談室」 

4 市町村「精神保健福祉担当課」 9 その他（具体的に： 

5 こころの健康相談統一ダイヤル                              ） 

 

防災情報の入手や災害時の避難についておたずねします。 

 

問 12  あなたは、山形市役所が作成している洪水や地震時の避難地図（ハザードマップ）を見た

ことがありますか。もっとも近いものを１～３の中から１つ選んで、番号に○をつけてく

ださい。 
 

1 見たことがある 2 見たことがない 3 覚えていない 

 

問 13(a）あなたは、自宅が危険だと判断した場合に、どこの避難場所に避難することにしていま

すか。最初に避難する場所を１～８の中から１つ選んで、番号に○をつけてください。 
 

1 公園、緑地 5 高等学校、大学 

2 公民館、コミュニティセンター 6 スポーツセンター、体育館 

3 小学校 7 その他（具体的に：       ） 

4 中学校 8 わからない → 問 17 へ 

 

問 13（b）上で選んだ避難場所の施設名をお答えください（例：○○公民館、○○小学校）。 
 

（施設名：                                 ） 

 

問 14 あなたが、問 13 で回答した避難場所まで、実際に歩いたことはありますか。１～３の中か

ら１つ選んで、番号に○をつけてください。 
 

1 歩いたことがある 2 歩いたことはない 3 覚えていない 

 

問 15 あなたが、問 13 で回答した避難場所までの距離は、どれぐらいありますか。１～５の中

から 1 つ選んで、番号に○をつけてください。 

 

1 100ｍ以下 2 101ｍ～500ｍ 3 501ｍ～1000ｍ 4 1000ｍ以上 5 わからない 
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問 16 あなたが、問 13 で回答した避難場所までの道のりで、急な登り坂や橋などはありますか。

あるものをすべて選んで、番号に○をつけてください。 

 

1 急な登り坂の上り 5 上下で 4 車線以上の道路の横断 

2 階段の上り下り 6 道路や鉄道の高架を通る 

3 橋を渡る 7 トンネルを通る 

4 水路、川を横断する 8 その他（具体的に：           ） 

 

問 17  あなたは、ご近所の方と災害・防災に関して情報交換をすることはありますか。もっとも

近いものを１～４の中から 1 つ選んで、番号に○をつけてください。 

 

1 よくする 2 時々する 3 あまりしない 4 全くしない 

 

問 18 あなたは、災害が起きたときの避難について、お子さんと相談したことがありますか。 
 

1 相談したことがある 2 相談したことはない 3 覚えていない 

 

問 19 図中太線で囲まれた範囲が第五小学校の学区です。 

 学区内で通学上危険だと思われる箇所を◯で示して下さい（複数箇所でも構いません）。 

 学区内で災害時に危険と思われる箇所を□で示して下さい（複数箇所でも構いません）。 
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問 20  日頃から防災情報（地震、洪水、避難場所、危険場所など）を入手していますか。もっと

も近いものを１～４の中から１つ選んで、番号に○をつけてください。また、あなたが各

種の防災情報の入手に使用している主な情報源を、下記の記号（ａ～j ）の選択肢の中か

ら１つ選んで記入してください。 

  
よく入手 

する 

時々入手 

する 

あまり入手 

しない 

全く入手 

しない 

主な 

情報源 

A 地震発生や震度の情報 1 2 3 4  

      
B 豪雨や強風などの気象の情報 1 2 3 4  

       
C 地震発生時の避難場所の情報 1 2 3 4  

       
D 洪水発生時の避難場所の情報 1 2 3 4  

       
E 自宅周辺の危険箇所の情報 1 2 3 4  

       
F 職場や学校周辺の危険箇所の情報 1 2 3 4  

       
G 山形市が発表している防災情報 1 2 3 4  

 

 

【主な情報源の選択肢（「全く入手しない」の場合には、記入は不要です）】 

a インターネットのホームページ f 新聞 

b ＳＮＳ（Facebook、Twitter 等） g 山形市の広報誌 

c スマートフォンの防災アプリ h 町内会の回覧板 

d テレビ i 山形市のメール配信サービス 

e ラジオ j その他（具体的に：           ） 

 

問 21 あなたは、お住いの地域で大規模な災害が発生した時又は発生しそうな時、何を通じて   

情報を入手するつもりですか。あてはまるものをすべて選び、番号に○をつけてくださ

い。 

 

1 インターネットのホームページ 6 新聞 

2 ＳＮＳ（Facebook、Twitter 等） 7 山形市の広報誌 

3 スマートフォンの防災アプリ 8 町内会の回覧板 

4 テレビ 9 山形市のメール配信サービス 

5 ラジオ 10 その他（具体的に：           ） 
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問 22  あなたは、どのような情報源を充実すれば、災害・防災に関する情報を入手しやすくなり

ますか。あてはまるものをすべて選び、番号に○をつけてください。 

1 インターネットのホームページ 6 新聞 

2 ＳＮＳ（Facebook、Twitter 等） 7 山形市の広報誌 

3 スマートフォンの防災アプリ 8 町内会の回覧板 

4 テレビ 9 山形市のメール配信サービス 

5 ラジオ 10 その他（具体的に：           ） 

 

山形大学や山形大学の学生（以下、山大生）と、あなたとの関わりについておたずねします。 

 

問 23 あなたは、山形大学小白川キャンパスに対してどのような気持ちをもっていますか。それ

ぞれについてもっとも近いものを１～４の中から１つ選んで、番号に○をつけてください。 
 

  
よく思う 

ときどき 

思う 

あまり 

思わない 

まったく 

思わない 

A 山形大学小白川キャンパスは私たちの 1 2 3 4 

 住む地域にとって必要だ     

     
B 山形大学小白川キャンパスは私たちの 1 2 3 4 

 住む地域に貢献している     

      
C 私たちの住む地域に山形大学の 1 2 3 4 

 キャンパスがあることをうれしく思う     

      
D 山形大学小白川キャンパスに親しみを 1 2 3 4 

 感じる     

 

問 24 あなたは、普段、次にあげることをどのくらい感じていますか。それぞれについて、もっ

とも近いものを１～４の中から１つ選んで、番号に○をつけてください。 

  
よくある 

ときどき 

ある 

たまに 

ある 

まったく 

ない 

A 「山大生の規範意識が低下している」と 1 2 3 4 

 感じる     

      
B 「山大生は地域の経済を活性化する」と 1 2 3 4 

 感じる     

      
C 「地域に山大生という若者たちが多く 1 2 3 4 

 住んでいるのはよいことだ」と感じる     

      
D 「山大生と、もっといろいろ話をして 1 2 3 4 

 みたい」と感じる     

      
E 「山大生には、もっと私たちの住む地域 1 2 3 4 

 と関わりをもってほしい」と感じる     
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問 25  あなたがお住まいの地域で、山大生にどのようなボランティアや地域活動をして欲しいで

すか。あてはまるものをすべて選んで、番号に○をつけてください。 

1 
地域づくりのための活動 

（まちおこし・むらおこし，町内行事の企画・運営など） 

2 
安全な地域生活のための活動 

（防犯パトロール、防災活動、交通安全活動など） 

3 
地域の環境保全・美化活動 

（道路や公園の清掃、道路に花を植える活動、リサイクル活動など） 

4 
地域におけるスポーツ・文化・芸術・学術に関係した活動 

（スポーツの指導、伝統文化の普及活動、知識や技術の提供など） 

5 
地域に住む高齢者を対象とした活動 

（高齢者の日常生活の手助け・見守り、高齢者とのレクリエーションなど） 

6 
地域に住む子どもを対象とした活動 

（子ども会の世話、遊び相手、学習支援、いじめ電話相談など） 

7 
地域に住む障がい者を対象とした活動 

（手話通訳、点字・朗読サービス、ノートテイク、移動介助など） 

8 
地域に住む外国の人を対象とした活動 

（留学生や外国人の相談相手、通訳、ホームステイなど） 

9 
地域で災害が発生したときの活動 

（救助活動・安否確認、支援物資の整理・配給、災害情報の収集・共有など） 

10 
その他のボランティア・地域活動 
（具体的に：                            
                                         ） 

11 して欲しい活動はない 

 

問 26 山大生の振る舞いについておたずねします。山大生の自転車の乗り方や夜間の騒音など、

実際の事故やトラブルまでいかないにせよ、山大生の振る舞いに対して、あなたやお子さ

んが、危険や不安を感じたことはありますか。 

1 よくある 2 ときどきある 3 たまにある 4 まったくない 

 

問 27   上の問 26 に関連して、危険や不安を感じたのはどのようなことに関してでしたか。あて

はまるものすべてに○をつけてください。なお、問 26 で「4 まったくない」に○をつけ

た方は、次の質問にお進みください。 

（A）自転車の乗り方に関連して 

1 速度の出し過ぎ 6 無灯火 

2 右側通行 7 イヤホンをしながら運転 

3 突然の進路変更や横断 8 スマホを見ながら運転 

4 一時停止無視 9 その他（具体的に：                 

5 並進                       ） 
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問 27 の続き 

（B）その他のふるまいに関連して 

1 バイクの運転 6 夜間における住宅付近での立ち話 

2 自動車の運転 7 スーパーなどの店内での態度 

3 自動車の駐車 8 飲み会の帰り道での大声 

4 戸外での喫煙 9 歩道や車道をふさぐように広がって歩く 

5 歩きスマホ 10 その他（具体的に：            ）

 

問 28  あなたは、ご自身やお子さんが、この先、山大生と何らかの事故やトラブルを経験するの

ではないかという不安を感じることがありますか。 
 

1 よくある 2 ときどきある 3 たまにある 4 まったくない 

 

最後に、あなた自身とご家族のことをおたずねします。 

 

問 29  あなたの性別と年齢をお答えください。 
 

1 男 2 女 12 月 1 日現在 満  歳 

 

問 30  山形市内に合計で何年くらい住んでいますか。1 年未満の方は何ヶ月かをご記入ください。 
 

 年  ヶ月 

 

問 31  現在のお住まいの住所は、何町の何丁目ですか。 
 

 町  丁目 

 

問 32 あなたが現在、いっしょに住んでいる方は、あなたを含めて全員で何人ですか。 

 

 人 

 

問 33 あなたの家族構成について伺います。現在いっしょに住んでいる方を、あなたを含めて、

次のなかからすべて選び、番号に○をつけてください。 

 

1 あなた自身 6 配偶者の父親 

2 あなたの配偶者 7 配偶者の母親 

3 あなたの子ども 8 あなた・配偶者の祖父母 

4 あなたの父親 9 それ以外の人 

5 あなたの母親   
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問 34 今回、調査の対象となったお子さん（同じ小学校に２人以上のお子さんがいらっしゃる場

合は一番上のお子さん）の性別と学年をお答えください。 

 

1 男 2 女   年生 

 

問 35 そのお子さんは、何人きょうだいの上から何番目にあたりますか。お子さんがお一人の場

合は、1 をご記入ください。 

 

 人きょうだいの 上から  番目 

 

問 36 ご家族のなかに、次のような方はいらっしゃいますか。あてはまる方をすべて選び、番号

に○をつけてください。 
 

1 山形大学の学生 2 山形大学の卒業生   

3 乳幼児 4 介護が必要な方 5 障がいのある方 

 

問 37  あなたやご家族の、現在のご職業についておたずねします。 

 

(a) あなたのお仕事は大きく分けて以下のどれにあたりますか。 

 

1 経営者・役員 

2 正社員・正職員 

3 パート・アルバイト・契約・臨時・嘱託 

4 派遣社員 

5 請負社員 

6 自営業主、自由業者 

7 家族従業者 

8 内職 

9 無職（専業主婦／専業主夫を含む） 

10 その他（具体的に                         ） 

 

(b) あなたの世帯で、主に家計を支えておられるのはどなたですか。 
 

1 あなた自身  → これで質問は終了です。 

2 あなたの配偶者 5 配偶者の父親 

3 あなたの父親 6 配偶者の母親 

4 あなたの母親 7 それ以外の人 
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(c) その方のお仕事は大きく分けて以下のどれにあたりますか。 

 

1 経営者・役員 

2 正社員・正職員 

3 パート・アルバイト・契約・臨時・嘱託 

4 派遣社員 

5 請負社員 

6 自営業主、自由業者 

7 家族従業者 

8 内職 

9 無職（専業主婦／専業主夫を含む） 

10 その他（具体的に                         ） 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。皆さまからいただいたお答えは、山形市の安心安全について

検討するために活用させていただきます。なお、ご意見やご感想などがあれば、ご記入ください。 

 

【ご意見・ご感想】 
 

 

 

 

 

 

 

 


